
なんでも集めてため込む
─見当識障害、判断力・理解力の低下への対応

＊いつもうまくいくわけではありません。
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なんでも集めてため込む
─見当識障害、判断力・理解力の低下への対応

　ものを集めてため込む行為の要因の一つは、見当識障害や判断力の低下、短期記憶障
害が合わさって生じる「不安」だといわれています。今までできたことがどんどんできなくな
る、忘れっぽくてこれからどうなるのか、叱られたことで次の失敗が怖い─それらの不安
から逃れ、自分の心を落ち着かせるための代償的な行為ととらえられています。
　高齢者の現役時代は基本的にものが不足していた時代でした。全てのものを大事にし
倹約しながらでないと生き抜けないという、現代とは違う時代背景を持っていました。もの
を集めたりため込んだりするのは、認知症によって、現役時代の生活信条である倹約に拍
車がかかっている状態なのかもしれません。なるべく否定せずに「よく見つけられたね」と、
その価値観をまずは受け入れてあげましょう。否定すると、攻撃的になったり、興奮して拒
否的になったりします。

─栗田病院  認知症疾患医療センター長　安部 秀三

対応法 ②
本人に気付かれないように、少
しずつ片付けましょう。集める
ことや拾ってくることが重要で、
なくなることには気づかないこと
が多いようです。

対応法 ③
本人にとってなぜ必要なのか、
状況や行動をよく観察してみま
す。要因となっている不安が解
決すれば納得して捨ててくれる
こともあります。

中核症状（必ず現れる症状）：見当識障害、判断力・理解力の低下
　認知症になると、部屋や自宅の中に、本人以外から見ればゴミとしか思えないもの、
無駄なものを集め、ため込むという行動をする人がいます。　
　例えば、壊れた電気製品や傘などの日常生活品、使用済みの空き缶やビン、デイ
サービスや公共トイレのトイレットペーパー、道路で拾った石など。本当にさまざま
なものを集めてきます。腐ってしまう生ものなどがあると、異臭がしたり、カビや虫が
湧いたりして不衛生な状態を招くことにもなります。
　ところが、本人にとっては「大切なもの」を収集しているという意識が強く、無理に
片付けようとすると、抵抗したり拒否的になったり、他のものを集めようとしたりする
ので、注意が必要です。

対応法 ①
なるべく否定せずに受け入れて、
特に問題のないものなら、その
ままにしてあげましょう。

どうすれば
いい？

医師からの
アドバイス

このケース
のポイント
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